















































































































































































































































しかし，政府の報告によると 6 月 4 日時点でも260万人の出稼労働者が立ち往生
していた。出身の村に帰還した出稼労働者に対しては，雇用と所得を与えるため
「マハトマ・ガンディー全国農村雇用保証事業」などが 5月以降大規模に活用さ






拡大し，ピークの 9月16日には 1 日の感染者が約 9 万8000人に上った。国会は予
算会期が終わった 3月23日から新型コロナのため長期にわたり休会となり，例年

































　以上のような中央政府のイニシアティブにそって2020年 5 月15日には BJP 州

















　 3法案に対しては野党および NDA 内の一部はすぐさま反対を表明した。法案






































表 1 　デリー首都圏議会選挙開票結果（ 2 月11日） 定数70議席，投票率62.6％
政党 庶民党 BJP 会議派






　MP 州では会議派政権が派閥抗争から 3 月20日に崩壊し，BJP 政権が成立した。
MP 州では2018年12月の総選挙で会議派が勝利し，カマル・ナートが州首相に就
任した。しかし州議会（定数230議席）では会議派が114議席，BJP が109議席と僅
差であり，BJP による政権の切り崩しが懸念されていた。 3月 2日に同州の会議
派国会議員 D・シンは，BJP が会議派の州議会議員を買収しようとしていると非




の会議派議員が辞職した。シンディアは翌11日に BJP 総裁 J・P・ナッダなどの
立ち会いの下 BJP に入党した。
　カマル・ナート政権は議会の信任を維持するため多数派工作を試みたが失敗に
おわった。BJP が州議会第 1 党となることが確実となり，カマル・ナートは 3月
20日に L・タンドン知事に辞表を提出した。23日には BJP の S・S・チョーハン
が州首相に就任し， 4 月21日に大臣 5 人を任命した。BJP 州政府は新型コロナへ
の対応が最優先事項であると表明し， 5 月にはロックダウンによる出稼労働者の
大規模な移動・帰還に対処した。
　シンディア派の BJP への参加は 7 月までに完了した。シンディアは 6月19日
に BJP から連邦上院議員に選出され，また 7 月 2 日には州内閣改造でシンディ
ア派の 9人を含む28人の大臣が新たに任命された。11月10日に開票された州議会
28議席の補欠選挙では，BJP が16議席，会議派が 5議席を獲得し，BJP は州議会
での安定多数を得た。
派閥抗争によるラージャスターン州会議派州政権の混乱




































支援を表明した。このような状況では選挙は難しいと 7月10日に RJD は延期を
求めたが，結局，投票は10月28日から 3 回に分けて行われることになった。






















表 2 　ビハール州議会選挙開票結果（11月10日） 定数243議席，投票率56.9％
NDA
（37.3）
政党 BJP JD（U） 人間発展党 HAM
獲得議席 74 （19.5） 43 （15.4） 4 （1.5） 4 （0.9）
大連合
（37.2）
政党 RJD 会議派 CPI（ML） CPI CPI（M）
獲得議席 75 （23.1） 19 （9.5） 12 （3.2） 2 （0.8） 2 （0.7）
その他
政党 AIMIM BSP LJP 無所属























表された2020/21年度第 1 四半期（ 4 ～ 6 月）の実質国内総生産（GDP）成長率推計
値はマイナス23.9％と衝撃的な数値であった。その後，ロックダウンの解除が本
格的に開始された 6月には，失業率も10％台， 7 月には 7％台にまで戻り，また，





　まずロックダウン翌日の 3 月26日に表明された対策は，およそ 1兆7000億ル
ピー，対 GDP 比で 1 ％ほどの規模であった。これは，貧困層約 8億人を対象と
するコメ・小麦などの 1 人当たり 5 キログラムの 3 カ月間無償支給，約8000万の



















































































り，株価指数 SENSEX は 4 万を超えていたが， 3 月には 2万6000近くまで暴落
したものの，その後，早期に回復し，11月には新型コロナ禍以前の水準を超えて，





（出所）　CPI は Ministry of Statistics and Programme Implementation（http://www.mospi.nic.in/）， WPI














































































































（出所）　為替レートは Reserve Bank of India（https://www.rbi.org.in/Home.aspx），SENSEX は Bombay 
Stock Exchange（https://www.bseindia.com/）のウェブサイト・データより作成。




























































































































































































入の関税を引き上げている。さらに， 9 月には，ASEAN を経由して輸入される
中国製品を念頭に，原産地規制を強化するルールが施行された。なお，締結が近
いと報道されていたモーリシャスとの FTA も2020年中には実現には至らず，中















































































































日には JK のクプワーラおよびプーンチ県の LoC 近辺でパキスタン軍から銃撃を
































































































28日 ▼メガラヤ州で CAA をめぐってカー
シー学生連盟と非部族民の間で衝突。















20日 ▼ MP 州で会議派のカマル・ナート州























5 月 1 日 ▼政府， 5月17日までロックダウン
を延長。
5 日 ▼インドと中国， 5 日に東ラダックで，
9日にシッキムの未確定境界上で衝突。兵士
数人が軽傷。






























6 月 2 日 ▼ JK 行政府，新メディア政策を承
認。政府の検閲強化。









































8 月 1 日 ▼国家教育政策，教えるべき外国語
リストから標準中国語を削除。




5 日 ▼ミゾラムから追放された Bru コミュ
ニティーを代表する 3つの組織，再定住に提
案された用地を拒絶。


























































10月 8 日 ▼中央政府の消費者問題・食糧・公
共配給大臣 R・V・パースワン（人民の力
［LJP］）死去。























11月 3 日 ▼印，米，日，豪 4 カ国海軍共同訓
練マラバール，フェーズ I，II，開始。フェー
ズ II は20日終了。
5 日 ▼農業改革関連 3法と電気法改正案に
反対し18州の農民が抗議運動で道路封鎖。












24日 ▼ UP 州政府，不正な改宗を保釈無し
の罰則の対象とする政令を発令。
28日 ▼ 政 府， 第 2四半 期（ 7～ 9月）の
GDP が対前年同期比で7.5％の減少と発表。
























大統領 Ram Nath Kovind
副大統領 Venkaiah Naidu





最高裁長官 Sharad Arvind Bobde
国軍
陸軍参謀長 Manoj Mukund Naravane
海軍参謀長   Karambir Singh
空軍参謀長 Rakesh Kumar Singh Bhadauria
国防長官 Bipin Rawat
その他主要政府機関
中央捜査局長 Rishi Kumar Shukla
中央情報委員会委員長 Y. K. Sinha
中央汚職取締委員会委員長 Sanjay Kothari





国家後進階級委員会委員長 Bhagwan Lal Sahni
国家女性委員会委員長 Rekha Sharma
国家人権委員会委員長 空席
主席科学顧問官 Krishnasamy Vijay Raghavan
政策委員会委員長 Narendra Modi （首相）
通信規制委員会委員長 P. D. Vaghela
第15次財政委員会委員長 Nand Kishore Singh
連邦人事委員会委員長 Pradeep Kumar Joshi
インド固有番号制度機関委員長 空席
保険規制開発機関委員長
 Subhash Chandra Khuntia
国家災害管理機関委員長
 Narendra Modi （首相）
科学産業研究評議会議長
 Narendra Modi （首相）
国家医療委員会議長 Suresh Chandra Sharma




その他 Narendra Modi （BJP）
閣内（内閣）大臣
国防 Raj Nath Singh （BJP）
内務 Amit Shah （BJP）
陸上運輸・幹線道路，零細・中小企業
 Nitin Jairam Gadkari （BJP）
化学・肥料 D.V. Sadananda Gowda （BJP）
財務，企業問題 Nirmala Sitharaman （BJP）
農業・農民福祉，農村開発，パンチャーヤト
制度，食品加工業
 Narendra Singh Tomar （BJP）
司法・公正，通信，エレクトロニクス・情報
技術 Ravi Shankar Prasad （BJP）
社会正義・エンパワーメント
 Thaawar Chand Gehlot （BJP）
外務 Subrahmanyam Jaishankar （BJP）
教育 Ramesh Pokhriyal 'Nishank' （BJP）
部族問題 Arjun Munda （BJP）
女性・児童開発，繊維
 Smriti Zubin Irani （BJP）
保健・家族福祉，科学技術，地球科学




 Ashwini Kumar Choubey （BJP）
議会問題，重工業・公企業
 Arjun Ram Meghwal （BJP）
陸上運輸・幹線道路 V. K. Singh （BJP）
社会正義・エンパワーメント
 Krishan Pal （BJP）
消費者問題・食糧・公共配給
 Danve Raosaheb Dadarao （BJP）
内務 G. Kishan Reddy （BJP）
農業・農民福祉 Parshottam Rupala （BJP）
社会正義・エンパワーメント
 Ramdas Athawale （RPI（A））
農村開発 Sadhvi Niranjan Jyoti （BJP）
環境・森林・気候変動 Babul Supriyo （BJP）
畜産・酪農・漁業
 Sanjeev Kumar Balyan （BJP）
教育，通信，エレクトロニクス・情報技術
 Dhotre Sanjay Shamrao （BJP）
財務，企業問題 Anurag Singh Thakur （BJP）
内務 Nityanand Rai （BJP）
水力，社会正義・エンパワーメント
 Rattan Lal Kataria （BJP）
外務，議会問題 V. Muraleedharan （BJP）
部族問題 Renuka Singh Saruta （BJP）
商工業 Som Parkash （BJP）
食品加工業 Rameswar Teli （BJP）
零細・中小企業，畜産・酪農・漁業
 Pratap Chandra Sarangi （BJP）
農業・農民福祉 Kailash Choudhary （BJP）








業・公企業 Prakash Javadekar （BJP）
鉄道，商工業，消費者問題・食糧・公共配給
 Piyush Goyal （BJP）
石油・天然ガス，鉄鋼
 Dharmendra Pradhan （BJP）
少数派問題 Mukhtar Abbas Naqvi （BJP）
議会問題，石炭，鉱業 Pralhad Joshi （BJP）
技能開発・企業家
 Mahendra Nath Pandey （BJP）
畜産・酪農・漁業 Giriraj Singh （BJP）
水力 Gajendra Singh Shekhawat （BJP）
国務大臣 （単独で主管）
労働・雇用 Santosh Kumar Gangwar （BJP）
統計・事業実施，計画
 Rao Inderjit Singh （BJP）
アーユルベーダ・ヨガおよび伝統療法
 Shripad Yesso Naik （BJP）
北東地域開発 Jitendra Singh （BJP）
青年問題・スポーツ Kiren Rijiju （BJP）
文化，観光 Prahalad Singh Patel （BJP）
電力，新エネルギー・再生エネルギー
 Raj Kumar Singh （BJP）
住宅・都市問題，民間航空
 Hardeep Singh Puri （BJP）
船舶 Mansukh L. Mandaviya （BJP）
国務大臣
国防 Shripad Yesso Naik （BJP）
首相府，人事・苦情処理・年金，原子力，宇
宙 Jitendra Singh （BJP）
少数派問題 Kiren Rijiju （BJP）
技能開発・企業家 Raj Kumar Singh （BJP）
商工業 Hardeep Singh Puri （BJP）
化学・肥料 Mansukh L. Mandaviya （BJP）
鉄鋼 Faggansingh Kulaste （BJP）
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主要統計 インド　2020年
　 1 　基礎統計 
2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20 2020/21
人 口（年度央値，100万人） 1,283 1,299 1,314 1,327 1,341 1,355 
出 生 率（1000人当たり）1） 20.8 20.4 20.2 20.0 － －
食 糧 穀 物 生 産（100万トン） 251.5 275.1 285.0 285.2 297.5 303.33）
消 費 者 物 価 上 昇 率（％） 4.9 4.5 3.6 3.4 4.8 6.64）
為替レート（ 1ドル =ルピー）2） 65.46 67.09 64.45 69.68 70.88 74.63 
（注）　 1）暦年。 2）年度平均値。2020/21は 4 ～12月の平均値。 3 ）2 次予測値。 4）4～12月の平均に
対する値。なお12月は暫定値。
（出所）　人口は Ministry of Statistics and Programme Implementation（MOSPI）, National Accounts Statistics 
2020, および Press Note on Second Advance Estimates of National Income 2020-21,  出生率は Ministry of 
Finance, Economic Survey 2017-18, 2019-20, 2020-21, 食糧穀物生産は Ministry of Agriculture and Farmers 
Welfare, First Advance Estimate of Production of Foodgrain for 2020-21，消費者物価上昇率は Ministry of 
Finance, Economic Survey 2020-21，為替は RBI のウェブサイト・データより作成。
　 2 　生産・物価指数
2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20 2020/21
鉱 工 業 生 産 指 数（2011/12=100） 114.7 120.0 125.3 130.1 129.0 108.33）
農 業 生 産 指 数（2007/08=100） 120.8 132.8 139.4 136.9 142.44） -
卸 売 物 価 指 数（2011/12=100） 109.7 111.6 114.9 119.8 121.8 121.65）
消 費 者 物 価 指 数（2001=100）1） 265.0 275.9 284.4 299.9 322.5 333.06）
消 費 者 物 価 指 数（2012=100）2） 124.7 130.3 135.0 139.6 146.3 154.97）
（注）　 1）産業労働者についての総合指数。 2）都市部と農村部の統合指数。 3）4～11月。11月は暫定
値。 4）暫定値。 5）4～12月。11月、12月は暫定値。 6）4～ 8月。 9月以降は2016＝100に Base 
Year を変更するなどした新シリーズとなっているため今回は含めず。 7）4～12月。12月は暫定値。
（出所）　鉱工業生産指数は Ministry of Finance, Economic Survey 2020-21 および MOSPI, Press Note on 
Quick Estimates of Index of Industrial Production and Usebased Index for the Month of November, 2020, 農業
生産指数 , 卸売物価指数，消費者物価指数（産業労働者）、消費者物価指数（総合指数）は Ministry of 
Finance, Economic Survey 2020-21 より作成。
　 3 　支出別国民総所得（名目価格） （単位：1,000万ルピー）
2015/16 2016/17 2017/181） 2018/192） 2019/203） 2020/214）
民 間 最 終 消 費 支 出 8,126,408 9,126,533 10,036,153 11,222,072 12,309,019 11,565,629
政 府 最 終 消 費 支 出 1,436,171 1,586,658 1,840,119 2,037,627 2,285,016 2,468,014
総 資 本 形 成 4,422,659 4,918,077 5,791,573 6,172,623 6551251 －
総 固 定 資 本 形 成 3,957,092 4,338,671 4,815,600 5,512,930 5,851,313 5,229,676
在 庫 変 動 262,477 138,083 237,581 313,013 194,441 192,749
貴 重 品 203,506 167,326 241,685 226,095 194,700 144,020
財貨・サービス輸出 2,728,647 2,948,772 3,211,521 3,766,294 3,750,567 3,540,509
財貨・サービス輸入 3,044,923 3,220,591 3,751,389 4,468,166 4,265,040 3,602,541
国 内 総 生 産（GDP） 13,771,874 15,391,669 17,090,042 18,886,957 20,351,013 19,586,161
海外からの純受取所得 -159,779 -176,400 -184,813 -202,324 -193,114 －
国 民 総 所 得（GNI） 13,612,095 15,215,268 16,905,230 18,684,632 20,157,899 19,401,838
（注）　 1）3次改定値。 2）2次改定値。 3）1次改定値。 4）2次予測値。
（出所）　MOSPI, Press Note on First Revised Estimates of National Income,Consumption Expenditure, Saving 
and Capital Formation for 2019-20, および Press Note on Second Advance Estimates of National Income 
2020-21 より作成。
　 4 　産業別国内総生産（実質：2011/12年度価格）5） （単位：1,000万ルピー）
2015/16 2016/17 2017/181） 2018/192） 2019/203） 2020/214）
農 林 水 産 業 1,616,146 1,726,004 1,840,023 1,887,145 1,968,571 2,028,288
鉱 業 317,974 349,248 329,612 330,521 322,116 292,336
製 造 業 1,903,850 2,054,764 2,209,428 2,326,067 2,269,424 2,079,538
電 力 ・ ガ ス ・ 水 道 な ど 224,158 246,496 272,650 294,448 300,532 306,048
建 設 業 865,335 916,445 964,306 1,025,446 1,035,534 928,988
卸売・小売業，宿泊・飲食サービス業 1,261,426 1,389,322 1,568,175 1,706,849 1,827,508 2,213,570運 輸 ・ 倉 庫 業 ， 通 信 業 731,399 757,056 800,245 830,571 872,289
金 融 ・ 保 険 業 672,788 695,983 728,670 763,153 794,744 2,875,751不 動 産 ， 専 門 サ ー ビ ス 業 1,621,999 1,796,983 1,808,521 1,955,632 2,121,765
公 務 ・ 国 防 565,106 614,238 676,507 722,248 774,359 1,686,977そ の 他 の サ ー ビ ス 711,691 781,744 836,035 902,084 984,628
国 内 総 生 産（GDP） 11,369,493 12,308,193 13,144,582 14,003,316 14,569,268 13,408,882
G D P 成 長 率（％） 8.0 8.3 6.8 6.5 4.0 -8.0
（注）　 1）3次改定値。 2）2次改定値。 3）1次改定値。 4）2次予測値。 5）基本価格表示の粗付加価
値（GVA）。
（出所）　MOSPI, Press Note on First Revised Estimates of National Income,Consumption Expenditure, Saving 




　 5 　国際収支 （単位：100万ドル）
2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/201） 2020/212）
経 常 収 支 -22,151 -14,417 -48,717 -57,256 -24,656 34,718
貿 易 収 支 -130,079 -112,442 -160,036 -180,283 -157,506 -25,552
サ ー ビ ス 収 支 69,676 68,345 77,562 81,941 84,922 41,674
所 得 収 支 -24,375 -26,302 -28,681 -28,861 -27,281 -16,787
移 転 収 支 62,627 55,983 62,438 69,946 75,208 35,384
資 本 移 転 等 ・ 金 融 収 支 41,128 36,447 91,390 54,403 83,180 16,473
直 接 投 資 36,021 35,612 30,286 30,712 43,013 23,783
証 券 投 資 -4,130 7,612 22,115 -618 1,403 7,639
そ の 他 投 資 9,237 -6,777 38,989 24,309 38,764 -14,949
誤 差 脱 漏 -1,073 -480 902 -486 974 224
総 合 収 支 17,905 21,550 43,574 -3,339 59,498 51,415
外貨準備資産増減（増－，減＋） -17,905 -21,550 -43,574 3,339 -59,498 -51,415
（注）　 1）暫定値。 2）4～ 9月の予測値。
（出所）　RBI, Handbook of Statistics on Indian Economy 2019-20，および RBI, Press Release （Development 
of India's Balance of Payments during the Second Quarter of 2020-21, 30/Dec/2020）より作成。
　 6 　国・地域別貿易 （単位：100万ドル）
2018/19 2019/20 2020/21（4～11月）5）
輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入
ヨ ー ロ ッ パ 64,344 79,350 60,520 71,489 31,992 32,653
E U1） 57,172 58,425 44,991 45,041 23,872 22,946
欧 州 自 由 貿 易 連 合 加 盟 国2） 1,534 18,466 1,636 17,542 1,098 6,183
そ の 他3） 5,637 2,459 13,893 8,906 7,022 3,524
C I S 諸 国 3,467 9,443 4,192 11,917 2,459 5,396
ア ジ ア ・ A S E A N 161,209 318,755 146,624 292,283 81,303 138,369
A S E A N 37,474 59,321 31,547 55,370 19,047 26,417
北 東 ア ジ ア 41,979 122,426 38,651 114,347 26,450 63,941
中 国 16,752 70,320 16,613 65,261 13,639 38,818
日 本 4,862 12,773 4,520 12,435 2,540 6,144
南 ア ジ ア 25,349 4,363 21,941 3,836 11,697 1,889
そ の 他 56,407 132,645 54,485 118,731 24,109 46,122
ア フ リ カ 28,541 41,115 28,991 37,693 16,485 15,071
ア メ リ カ 68,840 65,189 69,623 61,072 41,016 27,327
北 米 59,099 44,642 59,564 43,997 35,031 19,800
ア メ リ カ 52,406 35,549 53,089 35,820 31,320 16,305
ラ テ ン ア メ リ カ 9,741 20,547 10,059 17,075 5,985 7,527
合 計4） 330,078 514,078 313,361 474,709 174,043 218,874
（注）　 1）2019/20以降はイギリスを含まない27カ国。 2）アイスランド，ノルウェー，スイス，リヒテン
シュタイン。 3）2019/20以降はイギリスを含む。 4）非特定地域（unspecified region）を含む。 5）暫定値。
（出所）　Ministry of Commerce and Industry のウェブサイト・データより作成。
　 7 　中央政府財政 （単位：1,000万ルピー）





歳入 （1）＝（2）＋（5） 2,141,975 2,315,113 2,686,330 3,042,230 3,450,305 3,483,236 
経常歳入 （2）＝（3）＋（4） 1,435,233 1,552,916 1,684,059 2,020,926 1,555,153 1,788,424 
税収 （3） 1,242,488 1,317,211 1,356,902 1,635,909 1,344,501 1,545,396 
非税収 （4） 192,745 235,705 327,157 385,017 210,652 243,028 
資本収入 （5）＝（6）+（7）＋（8） 706,742 762,197 1,002,271 1,021,304 1,895,152 1,694,812 
貸付回収 （6） 15,633 18,052 18,316 14,967 14,497 13,000 
その他収入 （7） 100,045 94,727 50,302 210,000 32,000 175,000 
借入など （8） 591,064 649,418 933,651 796,337 1,848,655 1,506,812 
歳出 （9）＝（10）＋（11） 2,141,975 2,315,113 2,686,330 3,042,230 3,450,305 3,483,236 
経常支出 （10） 1,878,835 2,007,399 2,350,604 2,650,145 3,011,142 2,929,000 
資本支出 （11） 263,140 307,714 335,726 412,085 439,163 554,236 
財政収支 （12）＝（2）＋（6）＋（7）－（9） -591,064 -649,418 -933,651 -796,337 -1,848,655 -1,506,812 
（出所）　Ministry of Finance, Union Budget 2019-20, 2020-21，および 2021-22 より作成。
